
補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補 助 事 業 の 成 果 の 目 標

補 助 事 業 の 内 容

補 助 事 業 の 始 期 及 び 終 期

平成29年度 平成30年度
平成31年度

予定
平成32年度

予定
平成33年度

予定
計

円 円 円 円 円 円

2,656,800 2,656,800

2,595,000 2,595,000

補助事業の成果及び評価並びに地域
住 民 へ の 周 知 の 実 施 状 況

事業の改善措置及び今後の対応

事業の評価に際しての第三者機関
の活用の有無

　半自動式除細動器は、致死的不整脈を発症した市民に対し、電気ショックを施す医療機
器である。半自動式除細動器は耐用年数が４年であり、購入した平成２４年から６年が経
過することから、計画的に更新し市民の生命及び身体を保護するため整備を行う必要があ
る。
　当該救急資器材を更新整備し、市民の生命、身体及び財産の保護及び被害の軽減を図る
ために、安定的に機器の使用が行える環境を整備する。

事　業　評　価　書

千歳飛行場関連公共用施設（消防に関する施設：半自動式除細動器一式購入）整備事業

千歳市

消防本部（千歳市東雲町４丁目１番地７）

今後とも地域住民の生命・身体・財産の保護に努め、計画的に事業を実施する。

無

半自動式除細動器　１台

平成３０年６月　～　平成３０年７月

事 業 費 及 び 交 付 金 額
事 業 費

交付金額

　半自動式除細動器の更新後に日々点検を実施した結果、救急現場において機器が安定的
に使用できることが確認された。よって、市民の安全を確保する万全な救急体制が維持で
きたと評価できる。
　また、特定防衛施設周辺整備調整交付金事業である旨を、半自動式除細動器本体に記載
するとともに市ホームページ及び市広報誌（平成３０年１１月号）への掲載し、ほかにも
庁舎見学にて説明し、住民へ周知した。



補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補 助 事 業 の 成 果 の 目 標

補 助 事 業 の 内 容

補 助 事 業 の 始 期 及 び 終 期

平成29年度 平成30年度
令和元年度予

定
令和２年度予

定
令和３年度予

定
計

円 円 円 円 円 円

100,440,000 100,440,000

99,847,000 99,847,000

補助事業の成果及び評価並びに地域
住 民 へ の 周 知 の 実 施 状 況

事業の改善措置及び今後の対応

事業の評価に際しての第三者機関
の活用の有無

　高機能消防指令センターは千歳基地等周辺消防施設設置事業の民生安定施設整備事業と
して平成２１年度及び平成２２年度に補助を受け、平成２３年４月より運用を開始し、１
１９番などの緊急通報を３６５日２４時間受け付けている。
　当指令センターでは平成２９年度に保守対象外となった機器が半数以上に及び、障害の
発生に対する対応が不可能となる危険性がある。結果として緊急通報の受付や出動指令等
に支障をきたし、災害や緊急事態の初動活動に遅れが生じ被害の拡大する恐れがある状況
となっている。
　そのため、更新が必要な部分を整備し、市民の生命、身体及び財産の保護及び被害の軽
減を図るものである。

事　業　評　価　書

千歳飛行場関連公共用施設（消防に関する施設：高機能消防指令センター部分更新）整備
事業

千歳市

千歳市消防本部（千歳市東雲町４丁目１番地の７）

　今後も地域住民の生命・身体・財産の保護に努め、計画的に事業を実施する。

無

高機能消防指令センター部分更新

平成３０年７月～平成３１年３月

事 業 費 及 び 交 付 金 額
事 業 費

交付金額

　高機能消防指令センター部分更新をしたことにより、１１９番通報など緊急通報受付や
出動指令等の３６５日２４時間安定運用が図られ、市民の安全を確保する指令業務が維持
された。
　また、本事業か特定防衛施設周辺整備調整交付金を活用した事業である旨を以下の方法
により地域住民への周知を図った。
・市のホームページに掲載
・市広報誌に掲載（令和元年５月号）
・消防施設見学にて説明を実施



補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補 助 事 業 の 成 果 の 目 標

補 助 事 業 の 内 容

補 助 事 業 の 始 期 及 び 終 期

平成29年度 平成30年度
令和元年度

予定
令和2年度

予定
令和3年度

予定
計

円 円 円 円 円 円

42,670,800 42,670,800

40,000,000 40,000,000

補助事業の成果及び評価並びに地
域住民への周知の実施状況

事業の改善措置及び今後の対応

事業の評価に際しての第三者機関
の活用の有無

工事内容：校舎（ＲＣ造、２階建）
　　　　　・外壁 1,075㎡　・屋根 752㎡

事　業　評　価　書

千歳飛行場関連公共用施設（教育文化施設:東千歳中学校改修）整備事業

千歳市

東千歳中学校（千歳市幌加７３１番地の１１７）

　千歳市立東千歳中学校は、昭和２７年に開校し、昭和４９年に現校舎が建設された
が、建設後約４５年経過した学校施設は老朽化が進み、経年劣化により校舎の外壁の亀
裂や、屋根の塗装の剥離により雨漏りが生じるなど、生徒の生活環境に悪い影響を与え
ている。
　このため、同校の改修工事を行い、生徒が安心して学べる環境の整備を進めることに
より、教育効果の向上を図るとともに、千歳市地域防災計画に掲げる収容避難所として
の機能も有していることから、生徒の安全確保のみならず地域防災機能の充実を図る。

無

平成３０年７月～平成３０年１１月

事 業 費 及 び 交 付 金 額
事 業 費

交付金額

　本事業を実施したことにより、懸念されていた雨漏り、すが漏り、外壁の老朽化が解
消され生徒が安心して学べる学習環境が整備され、また学校長より清潔感が増したと評
価を得た。
　そして、収容避難所として地域防災機能の充実をも図られた。
　工事後及び雪解け後に工事担当者により確認を実施したところ、不具合は確認されな
かった。
　本事業が特定防衛施設周辺整備調整交付金を活用した事業であることを、工事施工の
際の工事看板に明記し、また工事成果を掲示物としてまとめて学校に掲示し、来校され
る保護者等に周知を図った。

小中学校大規模改修計画に基づき、必要に応じて改修工事を実施する。



補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補 助 事 業 の 成 果 の 目 標

補 助 事 業 の 内 容

補 助 事 業 の 始 期 及 び 終 期

平成29年度 平成30年度
平成31年度予

定
平成32年度予

定
平成33年度予

定
計

15,195,600 15,195,600

14,700,000 14,700,000

補助事業の成果及び評価並びに地
域住民への周知の実施状況

事業の改善措置及び今後の対応

事業の評価に際しての第三者機関
の活用の有無

事　業　評　価　書

千歳飛行場関連公共用施設（交通施設：市内道路舗装補修）整備事業

千歳市

千歳市富丘

北新通舗装工事　L=119ｍ　W=9.0ｍ

平成３０年７月～平成３０年１１月

事 業 費 及 び 交 付 金 額 事業費

交付金額

　本事業により整備する住宅地内の生活道路の状況は、整備後３０余年が経過し、路面の亀
裂及び陥没による破損が著しく市民の安全確保に支障をきたしている状況にある。
　このため、当該道路を改良・舗装することで車両通行時の円滑化と安全性を確保し、同地
区の生活環境の改善を図る。

　本工事の実施により、地区住民から「安心して通行できるようになった」「騒音、振動が
なくなり快適になった」などの評価を得ることができたため、生活環境の改善を図ることが
できたと評価できる。
　また、特定防衛施設周辺整備調整交付金事業であることを、市ホームページに掲載したほ
か、地区町内会へ配布する工事のお知らせチラシへの記載により地域住民へ周知を行った。

今後とも地域住民の理解を得ながら事業を実施

無

円 円 円円 円 円円 円 円円 円 円 円円 円円円 円 円円 円円円 円円円



補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補 助 事 業 の 成 果 の 目 標

補 助 事 業 の 内 容

補 助 事 業 の 始 期 及 び 終 期

平成29年度 平成30年度
平成31年度

予定
平成32年度

予定
平成33年度

予定
計

円 円 円 円 円

21,366,000 21,366,000

20,600,000 20,600,000

補助事業の成果及び評価並びに地
域住民への周知の実施状況

事業の改善措置及び今後の対応

事業の評価に際しての第三者機関
の活用の有無

屋外階段改修工事　一式

事 業 評 価 書

千歳飛行場関連公共用施設（社会福祉施設：総合福祉センター非常用階段改修）整備事
業

千歳市

総合福祉センター（千歳市東雲町２丁目３４番地）

　本施設は、総合保健センター、心身障がい児通園施設、コミュニティセンター等の機
能を有する複合施設であり、年間１０万人程度の利用があることから、安定的な施設運
営が求められている。
　火災などの非常時における避難経路の一部である非常用階段は、施設利用者の安全確
保上欠くことのできないものであるが、３５年前に整備したものであり、各所に経年に
よる劣化や損傷があるなど、現状のままでは、非常時の避難に支障を来すおそれがあ
り、最悪の場合、事故等につながる危険もあるため、施設利用者が安全かつ迅速に避難
できるよう改善を図る必要がある。
　このため、改修工事を実施することで、安定的な施設運営を確保するとともに、市民
の健康増進及び地域の交流に資する環境を整備する。

無

平成３０年７月～平成３１年１月

事 業 費 及 び 交 付 金 額
事 業 費

交付金額

　本事業実施後、日々の施設点検において、非常用階段の安全性が確保されていること
が確認された。また、職員への聞き取りでも安全に利用できるようになったと評価があ
り、市民の健康増進及び地域の交流に資する環境が整備された。
　また、特定防衛施設周辺整備調整交付金事業である旨を、市のホームページや施設内
掲示板及び工事看板に掲載し、地域住民への周知を図った。

　今後とも施設の快適性及び安全性の向上、並びに適正な維持管理に努め、計画的に事
業を実施する。



補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補 助 事 業 の 成 果 の 目 標

補 助 事 業 の 内 容

補 助 事 業 の 始 期 及 び 終 期

平成29年度 平成30年度
平成31年度

予定
平成32年度

予定
平成33年度

予定
計

円 円 円 円 円 円

26,395,200 26,395,200

25,330,000 25,330,000

補助事業の成果及び評価並びに地
域住民への周知の実施状況

事業の改善措置及び今後の対応

事業の評価に際しての第三者機関
の活用の有無

　市民スキー場は、昭和５３年に開設され、初心者から３級程度の市民のほか、スキー連
盟のバッジテストや小・中学校のスキー授業、市内の幼稚園・保育園のそり遊びなどでも
使用され、市内唯一のスキー場として利用されているが、民間企業が設置・運営していた
リフト設備が平成２９年３月をもって廃止され、現在、リフト設備が無い状況となってい
ることやナイター照明用電柱も設置から３２年が経過し、倒壊の恐れがあるため、利用者
や管理運営に支障を来している状況であり、市民からリフトの再開を求める要望が多く寄
せられている。
　このため、簡易リフト設備の新設やナイター照明用電柱等の改修整備を実施し、市民の
安全、快適なスポーツ活動に資する環境を整備し住民生活環境と体力の向上を図る。

事　業　評　価　書

千歳飛行場関連公共用施設（スポーツ又はレクリエーションに関する施設：市民スキー場
改修）整備事業

千歳市

千歳市市民スキー場（千歳市泉沢１００７番地９）

今後とも、利用者のニーズを踏まえながら計画的に事業を実施する。

無

市民スキー場簡易リフト整備工事　一式

平成３０年８月～平成３０年１２月

事 業 費 及 び 交 付 金 額
事 業 費

交付金額

　本事業実施により、改修されたスキー場施設の確認を行ったところ、円滑なリフト利用
やナイター利用を確認したことから、市民の安全、快適なスポーツ活動に資する環境の整
備が図られた。また利用者からも概ね満足との評価を得た。
　特定防衛施設周辺整備調整交付金事業であることを市ホームページに掲載及び施設掲示
板にポスターの貼付を行い地域住民へ周知を図った。



補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補 助 事 業 の 成 果 の 目 標

補 助 事 業 の 内 容

補 助 事 業 の 始 期 及 び 終 期

平成29年度 平成30年度
令和元年度

予定
令和３年度

予定
令和４年度

予定
計

円 円 円 円 円 円

事 業 費 131,328,000 126,850,104 258,178,104

交付金額 126,373,000 114,165,000 240,538,000

補助事業の成果及び評価並びに地
域住民への周知の実施状況

事業の改善措置及び今後の対応

事業の評価に際しての第三者機関
の活用の有無

事　業　評　価　書

千歳飛行場関連公共用施設（教育文化施設：小中学校コンピュータ教室用コンピュータ
等）整備事業

千歳市

千歳小学校（千歳市本町３丁目４番１号）
北進小中学校（千歳市北栄１丁目２番６号）
北栄小学校（千歳市北栄１丁目１０番２号）
末広小学校（千歳市富丘２丁目６番２号）
緑小学校（千歳市緑町４丁目４番１号）
千歳第二小学校（千歳市清流１丁目４番１号）
駒里小中学校（千歳市駒里９４５番地の６）
支笏湖小学校（千歳市支笏湖温泉２番地）
日の出小学校（千歳市日の出２丁目３番２０号）
東小学校（千歳市東丘８２４番地の３０）
千歳中学校（千歳市栄町４丁目３５号）
青葉中学校（千歳市豊里４丁目１番１号）
東千歳中学校（千歳市幌加７３１番地の１１７）
勇舞中学校（千歳市勇舞３丁目４番２号）

　小中学校において、児童生徒の情報活用能力の育成、コンピュータや情報通信ネット
ワークなどの情報手段の活用、コンピュータ等を適切に活用した学習活動の充実を図るた
め、コンピュータ教室を整備している。現在のコンピュータは、平成２３年度から３か年
で整備したものであり、整備から５～７年が経過する。
　本事業において、機器の更新整備を行うことにより、老朽化に伴う故障や不具合等の支
障なく、安定的に教育環境を維持し、学習活動の充実を図ることを目標とする。

コンピュータ機器購入一式

全　体：平成３０年度～令和元年度
今年度：平成３０年８月～平成３１年３月

事 業 費 及 び 交 付 金 額

　機器の更新整備により、児童生徒の安定的な教育環境の維持及び情報機器を活用した学
習活動の充実が図られた。学校教員からは、不具合等の支障なく、円滑に授業を行うこと
ができるようになったとの高評価を得た。
　特定防衛施設周辺整備調整交付金事業で行ったことを本体に表記するとともに、学校施
設の掲示板にポスターを貼付した。
　また、教育委員会広報誌で周知を行った。

　老朽化に伴う故障や不具合等の支障なく、安定的に教育環境を維持し、学習活動の充実
を図るため、今後も計画的に事業を実施する。

無



補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補 助 事 業 の 成 果 の 目 標

補 助 事 業 の 内 容

補 助 事 業 の 始 期 及 び 終 期

平成29年度 平成30年度 平成31年度予
定

平成32年度予
定

平成33年度予
定

計

円 円 円 円 円 円

7,905,600 7,905,600

7,600,000 7,600,000

補助事業の成果及び評価並びに地
域 住 民 へ の 周 知 の 実 施 状 況

事業の改善措置及び今後の対応

事業の評価に際しての第三者機関
の活用の有無

　本事業において改修する青葉公園の照明は、整備後約３０年が経過し老朽化が著しいた
め、公園としての利便性の向上、住民の生活環境の向上を図り、安全かつ快適に使用する
ため改善を要する状況にある。
　このため、公園内照明灯の更新を実施し、地区住民が安全かつ快適に利用できる環境を
整え、また、今後も安定的に利用できるよう措置することで、生活環境の改善を図る。

事　業　評　価　書

千歳飛行場関連公共用施設（スポーツ又はレクリエーションに関する施設：青葉公園照明
灯）整備事業

千歳市

千歳市真町

今後とも地域住民の理解を得ながら事業を実施。

無

照明灯の更新

平成３０年９月～平成３０年１２月

事 業 費 及 び 交 付 金 額
事 業 費

交付金額

　工事実施により、老朽化していた照明の更新を行うことで地域住民の生活環境の向上が
図られ、大変喜ばれている。
　なお、工事に際しては、地域住民及び公園利用者の理解を得ながら実施することがで
き、円滑に工事を完了することができた。
　また、本事業が特定防衛施設周辺整備調整交付金事業である旨を市のホームページへ掲
載、照明への表示等で地域住民への周知を図った。



補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補 助 事 業 の 成 果 の 目 標

補 助 事 業 の 内 容

補 助 事 業 の 始 期 及 び 終 期

平成29年度 平成30年度
平成31年度予

定
平成32年度予

定
平成33年度予

定
計

円 円 円 円 円 円

19,191,600 19,191,600

18,550,000 18,550,000

補助事業の成果及び評価並びに地
域住民への周知の実施状況

事業の改善措置及び今後の対応

事業の評価に際しての第三者機関
の活用の有無

　カバ公園は、整備後２５年が経過している街区公園であり、遊具の老朽化が著しく、既
存の主要遊具であった滑り台などを撤去し、地域住民から早期の改修要望があることか
ら、公園としての利用性の向上、住民の生活環境と体力の向上を図り、安全かつ快適に使
用するため改善を要する状況にある。
　このため、本公園の改修工事を実施し、地区住民が安全かつ快適に使用できる環境を整
え、また、今後も安定的に使用できるよう措置することで、生活環境の改善を図る。

事　業　評　価　書

千歳飛行場関連公共用施設（スポーツ又はレクリエーションに関する施設：カバ公園）整
備事業

千歳市

カバ公園（千歳市福住１丁目）

今後とも地域住民の理解を得ながら事業を実施。

無

遊具等の更新

平成３０年９月～平成３１年１月

事 業 費 及 び 交 付 金 額
事 業 費

交付金額

　工事実施後の町内会等への聞き取りによると、遊具等の更新を行うことで利用者にとっ
て楽しめる公園になったとの評価が得られ、地域住民の生活環境の向上が図られた。
　なお、工事に際しては、地域住民及び公園利用者の理解を得ながら実施することがで
き、円滑に工事を完了することができた。
　また、本事業が特定防衛施設周辺整備調整交付金事業である旨を町内会回覧、工事看
板、市のホームページ及び遊具への表示等で地域住民への周知を図った。



補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補 助 事 業 の 成 果 の 目 標

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

補助事業の成果及び評価並
びに地域住民への周知の実
施状況

事業の改善措置及び今後の
対応

事業の評価に際しての第三
者機関の活用の有無

　発電機付投光機　３台
　災害時用毛布　１，３００枚
　移動式石油ストーブ　２５台
　応急救護用品セット　７セット
　簡易トイレ用テント　１５張

事　　業　　評　　価　　書

　千歳飛行場関連特定事業（防災に関する事業：災害応急対策備品購入）

　千歳市

　全体：千歳市全域
　平成３０年度実施分：市内指定避難所４７か所及び千歳市備蓄倉庫７か所

　千歳市における災害応急対策備品の整備については、「千歳市災害応急対策用品整備計
画」を踏まえて進めているところであり、本年度は発電機付投光機、災害時用毛布、移動式
石油ストーブ、簡易トイレ用テント、応急救護用品セットを備蓄することとしている。
　本事業を実施することにより、災害対策の充実を図る。

31,188,659

　全　体：平成２４年度～
　今年度：平成３０年１０月～平成３０年１２月

事 業 費 及 び 交 付 金 額

平成29年度
まで

平成30年度
令和元年度

予定
令和２年度

予定
令和３年度
以降予定

計

事業費 25,167,599 4,989,060 472,000 248,000 312,000

26,750,000

　「千歳市災害応急対策用品整備計画」どおりに備品の整備を進めることが出来、災害対策
の充実が図れたと評価できる。
　また、本事業が特定防衛施設周辺整備調整交付金を活用した事業であることの地域住民へ
の周知は以下の方法で実施した。
・備品への表示
・市ホームページへ備品の配備状況等について掲載
・「千歳市民防災講座」（令和元年７月実施）において説明

　今後も、「千歳市応急対策用品整備計画」を必要に応じて随時見直しを行いながら事業を
計画的に実施する。

　無

交付金額 21,126,000 4,900,000 331,000 174,000 219,000

円 円 円 円 円 円



補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補 助 事 業 の 成 果 の 目 標

補 助 事 業 の 内 容

補 助 事 業 の 始 期 及 び 終 期

平成29年度 平成30年度
令和元年度

予定
令和２年度

予定
令和３年度

予定
計

円 円 円 円 円 円

7,765,200 7,765,200

6,989,000 6,989,000

補助事業の成果及び評価並びに地
域住民への周知の実施状況

事業の改善措置及び今後の対応

事業の評価に際しての第三者機関
の活用の有無

　本施設は、平成４年の開設から２６年が経過しグラウンド状態の悪化や木製ベンチの劣
化が著しく、利用者がスポーツ活動をする上で支障をきたしている状況であり、本施設を
利用する市民から改善要望が寄せられているところである。
　このため、改修工事を実施し、市民の安全なスポーツ活動に資する環境を整備する。

事　業　評　価　書

千歳飛行場関連公共用施設（スポーツ又はレクリエーションに関する施設：若草公園野球
場改修）整備事業

千歳市

千歳市若草公園野球場（千歳市若草５丁目４番地）

今後とも、利用者のニーズを踏まえながら事業を実施。

無

内野グラウンド土入替、ベンチ更新

平成３０年１０月～平成３０年１１月

事 業 費 及 び 交 付 金 額
事 業 費

交付金額

　本事業実施により、グラウンド等が整備され、今後の施設運営に必要な環境が整備され
た。
　施設解放前のグラウンド整備時に、指定管理者へ聞き取りを実施したところ、グラウン
ドの質がよくなり、ベンチも新しくなったため使いやすくなった利用者からも喜ばれてい
るとの評価を得た。
　また、本事業が特定防衛施設周辺整備調整交付金を活用した事業であることの地域住民
への周知として市ホームページに掲載し、施設にポスターを掲示した。



補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補 助 事 業 の 成 果 の 目 標

補 助 事 業 の 内 容

補 助 事 業 の 始 期 及 び 終 期

平成29年度 平成30年度
令和元年度

予定
令和２年度

予定
令和３年度

予定
計

円 円 円 円 円 円

4,771,440 4,771,440

4,520,000 4,520,000

補助事業の成果及び評価並びに地域
住民への周知の実施状況

事業の改善措置及び今後の対応

事業の評価に際しての第三者機関
の活用の有無

　本施設は平成７年の開設から２３年が経過し、プール槽の塗装がはがれ水が白く濁り、
一部クラックが入っている部分もあることから利用者がスポーツ活動をするうえで支障を
きたしている状況である。
　このため、改修工事を実施し、市民の安全なスポーツ活動に資する環境を整備する。

事　業　評　価　書

千歳飛行場関連公共用施設（スポーツ又はレクリエーションに関する施設：駒里プール改
修）整備事業

千歳市

駒里水泳プール（千歳市駒里９４５番地)

今後とも、利用者のニーズを踏まえながら事業を実施。

無

プール槽改修

平成３０年１０月　～　平成３０年１１月

事 業 費 及 び 交 付 金 額
事 業 費

交付金額

　本事業実施により、塗装の剥がれによる白濁やろ過装置のトラブル発生もなく、プール
の衛生基準に定める水質基準に適合していることから、授業などの施設開放環境が整備さ
れた。
　また、本事業が特定防衛施設周辺整備調整交付金を活用した事業であることを市ホーム
ページ掲載、施設掲示ポスター貼付により地域住民へ周知を行った。



補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補 助 事 業 の 成 果 の 目 標

補 助 事 業 の 内 容

補 助 事 業 の 始 期 及 び 終 期

平成29年度 平成30年度
令和元年度

予定
令和２年度

予定
令和３年度

予定
計

24,086,335 24,086,335

22,100,000 22,100,000

補助事業の成果及び評価並びに地
域住民への周知の実施状況

事業の改善措置及び今後の対応

事業の評価に際しての第三者機関
の活用の有無

事　業　評　価　書

千歳飛行場関連公共用施設（交通施設：東大通整備工事）整備事業

千歳市

千歳市本町２・４丁目、朝日町１～８丁目、青葉２・８丁目

区画線　L=1,110m、街路灯　１基

平成３０年９月～平成３１年３月

事 業 費 及 び 交 付 金 額 事業費

交付金額

　当該道路は、千歳ＩＣから新千歳空港への経路としても利用されており、近年交通量が増
加傾向にあることから交通量調査を実施したところ、４車線化の必要が生じたものである。
　このため、交差点改良等を実施し、渋滞等の緩和及びスムーズな交通の確保によって地域
住民の生活環境の向上を図るものである。

　本工事の実施により、地区住民から「４車線が明確になったことにより運転がしやすく
なった」「右折レーンができたことにより、直進車両の通行がスムーズになった」などの評
価を得ることができたため、安全かつ快適な生活環境の向上が図られたと評価できる。
　また、特定防衛施設周辺整備調整交付金事業であることを、市のホームページに掲載した
ほか、地区町内会へ配布する工事のお知らせチラシへの記載、更新した街路灯本体に表示し
たことにより地域住民へ周知を行った。

特になし

無

円 円 円円 円 円円 円 円円 円 円 円円 円円円 円 円円 円円円 円円円



補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補 助 事 業 の 成 果 の 目 標

補 助 事 業 の 内 容

補 助 事 業 の 始 期 及 び 終 期

平成29年度 平成30年度
平成31年度予

定
平成32年度予

定
平成33年度予

定
計

円 円 円 円 円 円

16,588,800 16,588,800

15,730,000 15,730,000

補助事業の成果及び評価並びに地域
住民への周知の実施状況

事業の改善措置及び今後の対応

事業の評価に際しての第三者機関
の活用の有無

　桂木２号公園は、整備後２７年が経過している街区公園であり、遊具の老朽化が著し
く、地域住民から早期の改修要望があることから、公園としての利用性の向上、住民の生
活環境と体力の向上を図り、安全かつ快適に使用するため改善を要する状況にある。
　このため、本公園の改修工事を実施し、地区住民が安全かつ快適に使用できる環境を整
え、また、今後も安定的に使用できるよう措置することで、生活環境の改善を図る。

事　業　評　価　書

千歳飛行場関連公共用施設（スポーツ又はレクリエーションに関する施設：桂木２号公
園）整備事業

千歳市

桂木２号公園（千歳市桂木６丁目）

今後とも地域住民の理解を得ながら事業を実施。

無

遊具等の更新

平成３０年９月～平成３１年１月

事 業 費 及 び 交 付 金 額
事 業 費

交付金額

　工事実施後の近隣住民等への聞き取りによると、公園内が明るくなり利用しやすくなっ
たとの評価を得られ、地域住民の生活環境の向上が図られた。
　なお、工事に際しては、地域住民及び公園利用者の理解を得ながら実施することがで
き、円滑に工事を完了することができた。
　また、本事業が特定防衛施設周辺整備調整交付金事業である旨を町内会回覧、工事看
板、市のホームページ及び遊具への表示等で地域住民への周知を図った。



補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補 助 事 業 の 成 果 の 目 標

補 助 事 業 の 内 容

補 助 事 業 の 始 期 及 び 終 期

平成29年度 平成30年度
平成31年度予

定
平成32年度予

定
平成33年度予

定
計

円 円 円 円 円 円

16,912,800 16,912,800

16,720,000 16,720,000

補助事業の成果及び評価並びに地域
住民への周知の実施状況

事業の改善措置及び今後の対応

事業の評価に際しての第三者機関
の活用の有無

　本事業において改修する富士１号公園は、整備後約３０年が経過し老朽化が著しいた
め、公園としての利便性の向上、住民の生活環境の向上を図り、安全かつ快適に使用する
ため改善を要する状況にある。
　このため、公園の改修工事を実施し、地域住民が安全かつ快適に利用できる環境を整
え、また、今後も安定的に利用できるよう措置することで、生活環境の改善を図る。

事　業　評　価　書

千歳飛行場関連公共用施設（スポーツ又はレクリエーションに関する施設：富士１号公
園）整備事業

千歳市

富士１号公園（千歳市富士４丁目）

今後とも地域住民の理解を得ながら事業を実施。

無

遊具等の更新

平成３０年１０月～平成３１年１月

事 業 費 及 び 交 付 金 額
事 業 費

交付金額

　工事実施後の町内会等への聞き取りによると、公園がきれいになり利用しやすくなった
との評価を得られ、地域住民の生活環境の向上が図られた。
　なお、工事に際しては、地域住民及び公園利用者の理解を得ながら実施することがで
き、円滑に工事を完了することができた。
　また、本事業が特定防衛施設周辺整備調整交付金事業である旨を町内会回覧、工事看
板、市のホームページ及び遊具への表示等で地域住民への周知を図った。



補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補 助 事 業 の 成 果 の 目 標

補 助 事 業 の 内 容

補 助 事 業 の 始 期 及 び 終 期

平成29年度 平成30年度
平成31年度

予定
平成32年度

予定
平成33年度

予定
計

円 円 円 円 円 円

13,079,880 13,079,880

13,000,000 13,000,000

補助事業の成果及び評価並びに地域
住民への周知の実施状況

事業の改善措置及び今後の対応

事業の評価に際しての第三者機関
の活用の有無

　本施設は、経年劣化による舗装の摩耗により、利用者ががスポーツ活動をするうえで支
障をきたしている状況であり、本施設を利用する市民から改善要望が寄せられているとこ
ろである。
　このため、改修工事を実施し、市民の安全なスポーツ活動に資する環境を整備する。

事　業　評　価　書

千歳飛行場関連公共用施設（スポーツ又はレクリエーションに関する施設：青葉陸上競技
場 ）整備事業

千歳市

千歳市真町２１９６番地の１

今後とも、利用者のニーズを踏まえながら事業を実施。

無

青葉陸上競技場助走路改修

平成３０年１０月　～　平成３１年１月

事 業 費 及 び 交 付 金 額
事 業 費

交付金額

　本事業実施により、路面の状況と利用状況の確認を行ったところ、円滑な使用が確認さ
れ、指定管理者等への聞き取りでも、舗装が良好になったとの評価を得たことから今後の
大会運営に必要な環境が整備された。
　また、本事業が特定防衛施設周辺整備調整交付金事業である旨を市のホームページ掲
載、施設掲示ポスター貼付により地域住民への周知を図った。



補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補 助 事 業 の 成 果 の 目 標

補 助 事 業 の 内 容

補 助 事 業 の 始 期 及 び 終 期

平成29年度 平成30年度
平成31年度

予定
平成32年度

予定
平成33年度

予定
計

円 円 円 円 円 円

35,715,600 35,715,600

35,000,000 35,000,000

補助事業の成果及び評価並びに地
域住民への周知の実施状況

事業の改善措置及び今後の対応

事業の評価に際しての第三者機関
の活用の有無

　本施設は、芝の経年劣化や摩耗により部分補修を行っていたが、補修部分と未補修部分
の段差が大きく、利用者がスポーツ活動をするうえで支障をきたしている状況であり、本
施設を利用する市民から改善要望が寄せられているところである。
　このため、改修工事を実施し、市民の安全なスポーツ活動に資する環境を整備する。

事　業　評　価　書

千歳飛行場関連公共用施設（スポーツ又はレクリエーションに関する施設：青葉公園テニ
スコート ）整備事業

千歳市

千歳市真町２１９６番地の１

今後とも、利用者のニーズを踏まえながら事業を実施。

無

青葉公園テニスコートＥ・Ｆ・Ｇコート芝張替え

平成３０年１０月　～　平成３１年１月

事 業 費 及 び 交 付 金 額
事 業 費

交付金額

　本事業実施により、コート状態と利用状況の確認を行ったところ、円滑な使用が確認さ
れ、指定管理者等への聞き取りでも、プレイ環境がよくなったとの評価を得たことから今
後の大会運営に必要な環境が整備された。
　また、本事業が特定防衛施設周辺整備調整交付金事業である旨を市のホームページ掲
載、施設掲示ポスター貼付により、地域住民へ周知を図った。



補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補 助 事 業 の 成 果 の 目 標

補 助 事 業 の 内 容

補 助 事 業 の 始 期 及 び 終 期

平成29年度 平成30年度
平成31年度

予定
平成32年度

予定
平成33年度

予定
計

円 円 円 円 円 円

3,547,800 3,547,800

3,482,000 3,482,000

補助事業の成果及び評価並びに地域
住民への周知の実施状況

事業の改善措置及び今後の対応

事業の評価に際しての第三者機関
の活用の有無

　東雲会館は、開館以来５０年以上が経過している施設であり、施設内備品の老朽化も進
んでいる。
　椅子・テーブルは経年劣化による破損や錆の発生によって使用できないものが多く、市
民活動に支障を来たしている状態である。
　そのため、本事業によって安心安全に利用できる環境を整備し、市民活動の更なる推進
を図る。

事　業　評　価　書

千歳飛行場関連公共用施設（教育文化施設：東雲会館備品整備）整備事業

千歳市

東雲会館（千歳市東雲町１丁目１０）

　今後とも、利用者のニーズを踏まえながら事業を実施。

無

会議用テーブル、椅子、台車の購入

平成３０年１０月　～　平成３０年１１月

事 業 費 及 び 交 付 金 額
事 業 費

交付金額

　利用者からは、テーブル、椅子を運びやすくなり利便性が向上したとの声があったほ
か、新しくなったことで快適に使用できたとの声があり、活発な市民活動を実施できる環
境が整備されたと評価できる。
　また、地域住民への周知として、施設内掲示板に当調整交付金を活用した事業である旨
掲示した。



補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補 助 事 業 の 成 果 の 目 標

補 助 事 業 の 内 容

補 助 事 業 の 始 期 及 び 終 期

平成29年度 平成30年度
平成31年度予

定
平成32年度予

定
平成33年度予

定
計

円 円 円 円 円 円

13,217,040 13,217,040

12,152,000 12,152,000

補助事業の成果及び評価並びに地
域 住 民 へ の 周 知 の 実 施 状 況

事業の改善措置及び今後の対応

事業の評価に際しての第三者機関
の活用の有無

　本施設の火葬炉等については、経年劣化により各所に破損等が生じており火葬に支障を
きたしている状況である。
　このため、火葬炉の修繕を実施し、火葬炉や付属する機械設備の機能を維持することに
より、市民の安定的な利用に資する環境を整備する。

事　業　評　価　書

千歳飛行場関連特定事業（環境衛生に関する事業：葬斎場修繕）

千歳市

千歳市葬斎場（千歳市根志越１３６５番地の甲）

　今後も施設の定期的な点検整備、改修等を行い、適正な維持管理・運営に努める。

無

火葬炉ほか修繕　一式

平成３０年１０月～平成３１年１月

事 業 費 及 び 交 付 金 額
事 業 費

交付金額

　火葬炉の耐火物等の修繕により、耐火性能とともに燃焼効率が向上したと職員から評価
を得、安定的な火葬の遂行が図られた。また、耐用年数が超過していた中央監視システム
及び高座椅子の更新により、故障等による業務への支障を予防でき、市民の安定的な利用
に資する環境の整備が図られた。
　本葬斎場の修繕が特定防衛施設周辺整備調整交付金により実施されている旨を、市の
ホームページ及び葬斎場の入り口ホールに掲示し、地域住民への周知を図った。



補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補 助 事 業 の 成 果 の 目 標

補 助 事 業 の 内 容

補 助 事 業 の 始 期 及 び 終 期

平成29年度 平成30年度
令和元年度

予定
令和２年度

予定
令和３年度

予定
計

98,949,600 98,949,600

95,300,000 95,300,000

補助事業の成果及び評価並びに地
域住民への周知の実施状況

事業の改善措置及び今後の対応

事業の評価に際しての第三者機関
の活用の有無

　本事業により整備する生活道路の状況は、整備後３０余年が経過し、路面の亀裂及び陥
没による破損が著しく市民の安全確保に支障をきたしている状況にある。
　このため、当該道路を改良・舗装することで車両通行時の円滑化と安全性を確保し、同
地区の生活環境の改善を図る。

事　業　評　価　書

千歳飛行場関連公共用施設（交通施設：市内道路改良舗装）整備事業
千歳飛行場関連公共用施設（交通施設：市内道路改良舗装その２）整備事業
千歳飛行場関連公共用施設（交通施設：市内道路改良舗装その３）整備事業

千歳市

千歳市新富、上長都、高台

今後とも地域住民の理解を得ながら計画的に事業を実施する。

無

道路改良舗装工事　L=489ｍ　W=6.0ｍ

平成３０年７月～平成３１年２月

事 業 費 及 び 交 付 金 額 事業費

交付金額

　工事実施箇所おいて、路面の亀裂及び陥没を起因とする車両損傷事故に対し防止効果を
得ていることから、同地区の生活環境の改善が図れた。
　また、近隣住民等へ聞き取り調査を行ったところ、安全・快適に道路を利用することが
できるようになったとの評価を得た。
　なお、本事業が特定防衛施設周辺整備調整交付金による事業であることを、市のホーム
ページ（工事のお知らせ）への掲載、各地区町内会へ配布する工事のお知らせ文書へ記載
したことにより、市民へ周知した。

円 円円 円円 円円円 円円円 円



補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補 助 事 業 の 成 果 の 目 標

補 助 事 業 の 内 容

補 助 事 業 の 始 期 及 び 終 期

平成29年度 平成30年度
平成31年度

予定
平成32年度

予定
平成33年度

予定
計

円 円 円 円 円 円

2,931,120 2,931,120

2,692,000 2,692,000

補助事業の成果及び評価並びに地
域住民への周知の実施状況

事業の改善措置及び今後の対応

事業の評価に際しての第三者機関
の活用の有無

　千歳市民文化センターは、昭和５９年の開館から３０年以上が経過しているが、オーケ
ストラや合唱等の舞台公演で使用する木製ひな壇の組み立て部材である開き足（高足）が
経年劣化により、割れ、ささくれ、歪み、軋みが生じている。
　開き足（高足）を更新し、ひな壇の安全性を確保することで、市民活動の更なる推進と
市民へ優れた芸術文化の鑑賞機会を提供できる環境を整備する。

事　業　評　価　書

千歳飛行場関連公共用施設（教育文化施設：千歳市民文化センター備品購入）整備事業

千歳市

千歳市民文化センター（千歳市北栄２丁目２番１１号）

今後とも、利用者のニーズを踏まえながら事業を実施。

無

千歳市民文化センター備品購入

平成３０年１１月　～　平成３１年１月

事 業 費 及 び 交 付 金 額
事 業 費

交付金額

　本事業実施後、施設管理者から本事業が実施されたことにより、利用者の怪我や事故等
を未然に防ぎ、安全かつ安心に利用できるほか、利用者の求める質の高い芸術文化に必要
な環境が整備されたと評価を得た。
　また、本事業が防衛施設周辺整備調整交付金事業である旨を施設のホームページ掲載、
施設掲示ポスター貼付及び文化センターだより(５月号)への掲載により地域住民への周知
を図った。



補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補 助 事 業 の 成 果 の 目 標

補 助 事 業 の 内 容

補 助 事 業 の 始 期 及 び 終 期

平成29年度 平成30年度
令和元年度

予定
令和２年度

予定
令和３年度

予定
計

円 円 円 円 円 円

32,713,200 32,713,200

32,000,000 32,000,000

補助事業の成果及び評価並びに地域
住民への周知の実施状況

事業の改善措置及び今後の対応

事業の評価に際しての第三者機関
の活用の有無

　本事業において新設する北信濃４号公園は、都市公園未整備地域から公園設置要望が挙
がっており、住民の生活環境の向上を図り、安全かつ快適に使用するため環境を整えなけ
ればならない状況にある。
　このため、新設公園整備を実施し、地区住民が安全かつ快適に利用できる環境を整え、
また、今後も安定的に利用できるよう措置することで、生活環境の改善を図る。

事　業　評　価　書

千歳飛行場関連公共用施設（スポーツ又はレクリエーションに関する施設：北信濃４号公
園）整備事業

千歳市

千歳市北陽７丁目

今後とも地域住民の理解を得ながら事業を実施。

無

公園の新規開設

平成３０年１２月～平成３１年３月

事 業 費 及 び 交 付 金 額
事 業 費

交付金額

　工事実施により、地域住民の生活環境の向上が図られた。また住民への聞き取りでも大
変喜ばれていることが確認できた。
　なお、工事に際しては、地域住民及び公園利用者の理解を得ながら実施することがで
き、円滑に工事を完了することができた。
　また、本事業が特定防衛施設周辺整備調整交付金を活用して実施された事業であること
の地域住民への周知は、市のホームページ、町内回覧、遊具への表示等で行っている。



補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補 助 事 業 の 成 果 の 目 標

補 助 事 業 の 内 容

補 助 事 業 の 始 期 及 び 終 期

平成29年度 平成30年度
令和元年度

予定
令和２年度

予定
令和３年度

予定
計

18,435,600 18,435,600

18,400,000 18,400,000

補助事業の成果及び評価並びに地
域住民への周知の実施状況

事業の改善措置及び今後の対応

事業の評価に際しての第三者機関
の活用の有無

事　業　評　価　書

千歳飛行場関連公共用施設（交通施設：市内街路灯更新）整備事業

千歳市

千歳市内

道路付属物更新工事(向陽台地区遊歩道外)　２２基

平成３０年１１月～平成３１年３月

事 業 費 及 び 交 付 金 額 事業費

交付金額

　当該街路灯は、市内の幹線道路、生活道路や遊歩道に設置している街路灯であり、車両及
び遊歩道利用者の安心安全に寄与しているところである。しかし、街路灯設置後２０年以上
が経過し、灯具の腐食が著しく更新を要する状況にある。
　本街路灯の更新工事の実施にあたっては調整交付金を有効に活用し、地区住民が安全かつ
快適に生活する環境を整え、また、今後も順次、損傷が激しい街路灯についても更新するこ
とで、生活環境の改善を図る。

　本工事の実施により、地区住民から「綺麗になり気持ちよく歩けるようになった」「倒壊
の心配がなくなり安心した」などの評価を得ることができたため、安全かつ快適な生活環境
を整えたと評価できる。
　また、特定防衛施設周辺整備調整交付金事業であることを、市のホームページに掲載した
ほか、地区町内会へ配布する工事のお知らせチラシへの記載、更新した街路灯本体に表示し
たことにより地域住民へ周知を行った。

今後とも地域住民の理解を得ながら事業を実施

無

円 円 円円 円 円円 円 円円 円 円 円円 円円円 円 円円 円円円 円円円



補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補 助 事 業 の 成 果 の 目 標

補 助 事 業 の 内 容

補 助 事 業 の 始 期 及 び 終 期

平成29年度 平成30年度
令和元年度

予定
令和２年度

予定
令和３年度

予定
計

円 円 円 円 円 円

5,270,400 5,270,400

4,700,000 4,700,000

補助事業の成果及び評価並びに地
域住民への周知の実施状況

事業の改善措置及び今後の対応

事業の評価に際しての第三者機関
の活用の有無

　千歳市民文化センターは、昭和５９年に開館し、建設から３０年以上が経過している。
耐用年数が経過した舞台の吊物ワイヤーについて、整備計画と定期点検の結果に基づいて
早期に交換修繕を行うことにより、市民が安全に安心して利用できる環境の整備を図る。

事　業　評　価　書

千歳飛行場関連特定事業（教育、スポーツ及び文化に関する事業：千歳市民文化センター
吊物ワイヤー等交換修繕）

千歳市

千歳市民文化センター（千歳市北栄２丁目２番１１号）

今後とも、利用者のニーズを踏まえながら事業を実施。

無

吊物ワイヤー等交換修繕

平成３０年１２月～平成３１年３月

事 業 費 及 び 交 付 金 額
事 業 費

交付金額

　本事業実施により、施設管理者から、早期に事業が実施されたことにより、落下事故に
よる大怪我や舞台の損傷を未然に防ぎ、安全かつ安心に利用できる環境が整備されたと評
価を得た。
　また、本事業が特定防衛施設周辺整備調整交付金を活用した事業であることを、セン
ターのホームページへの掲載、施設掲示ポスター貼付、文化センターだよりに掲載（５月
号）することにより、市民への周知を図った。



補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補 助 事 業 の 成 果 の 目 標

補 助 事 業 の 内 容

補 助 事 業 の 始 期 及 び 終 期

平成29年度 平成30年度
令和元年度

予定
令和２年度

予定
令和３年度

予定
計

円 円 円 円 円 円

3,078,000 3,078,000

2,100,000 2,100,000

補助事業の成果及び評価並びに地
域住民への周知の実施状況

事業の改善措置及び今後の対応

事業の評価に際しての第三者機関
の活用の有無

　千歳市民文化センターは昭和５９年に開館し、建設から３０年以上が経過している。空
調の温度や湿度、風量を自動で調節する自動制御機器について、開館以来更新されておら
ず、経年劣化による不具合が増加している。
　空調自動制御機器を更新することで、館内温度や湿度を適正に保ち、施設利用者が快適
に利用できる環境を整備する。

事　業　評　価　書

千歳飛行場関連特定事業（教育、スポーツ及び文化に関する事業：千歳市民文化センター
空調自動制御機器交換修繕）

千歳市

千歳市民文化センター（千歳市北栄２丁目２番１１号）

今後とも、利用者のニーズを踏まえながら事業を実施。

無

空調自動制御機器交換修繕

平成３０年１１月～平成３１年３月

事 業 費 及 び 交 付 金 額
事 業 費

交付金額

　本事業実施により、施設管理者から、室内環境の改善が図られ、暖房及び冷房に関し
て、安定した適正な温度管理が可能となり、施設利用者が快適に利用できる環境が整備さ
れたと評価を得た。
　また、本事業が特定防衛施設周辺整備調整交付金を活用した事業であることを、セン
ターのホームページへの掲載、施設掲示ポスター貼付、文化センターだよりに掲載（５月
号）することにより、市民への周知を図った。



補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補 助 事 業 の 成 果 の 目 標

補 助 事 業 の 内 容

補 助 事 業 の 始 期 及 び 終 期

平成29年度 平成30年度
令和元年度

予定
令和２年度

予定
令和３年度

予定
計

円 円 円 円 円 円

8,618,400 8,618,400

8,000,000 8,000,000

補助事業の成果及び評価並びに地域
住民への周知の実施状況

事業の改善措置及び今後の対応

事業の評価に際しての第三者機関
の活用の有無

　千歳市民文化センターは、昭和５９年に開館し、建設から３０年以上が経過し、経年劣
化によって床材の剥がれや割れ、へこみ等の損傷が生じ、舞台利用者の安全性が損なわれ
ている。そのため本事業を実施し、早期に舞台床の修繕を行うことにより、利用者が安全
に安心して利用できる環境の整備を図る。

事　業　評　価　書

千歳飛行場関連特定事業（教育、スポーツ及び文化に関する事業：千歳市民文化センター
大ホール舞台床修繕）

千歳市

千歳市民文化センター（千歳市北栄２丁目２番１１号）

今後とも、利用者のニーズを踏まえながら事業を実施。

無

大ホール舞台床修繕

平成３１年１月～平成３１年３月

事 業 費 及 び 交 付 金 額
事 業 費

交付金額

　本事業実施により、施設管理者から、利用者の怪我や事故等を未然に防ぎ、安全かつ安
心に利用できるほか、客席から見える床の状態も向上し、利用者の求める質の高い芸術文
化に必要な環境が整備されたと評価を得た。
　また、本事業が特定防衛施設周辺整備調整交付金を活用した事業であることを、セン
ターのホームページへの掲載、施設掲示ポスター貼付、文化センターだよりに掲載（５月
号）することにより、市民への周知を図った。



補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補 助 事 業 の 成 果 の 目 標

補 助 事 業 の 内 容

補 助 事 業 の 始 期 及 び 終 期

平成29年度 平成30年度
令和元年度

予定
令和２年度

予定
令和３年度

予定
計

円 円 円 円 円 円

3,942,000 3,942,000

3,575,000 3,575,000

補助事業の成果及び評価並びに地域
住民への周知の実施状況

事業の改善措置及び今後の対応

事業の評価に際しての第三者機関
の活用の有無

　本施設は昭和５３年の開設から４０年が経過し、設備の老朽化が進行している。施設か
ら出る汚水を下水管へ流すポンプについても開館当初から使用しており、老朽化が著しい
ことから安定的な運用に支障をきたす恐れがある。
　このためポンプの改修工事を実施し、市民の安全なスポーツ活動に資する環境を整備す
る。

事　業　評　価　書

千歳飛行場関連公共用施設（スポーツ又はレクリエーションに関する施設：スポーツセン
ター汚水ポンプ改修）整備事業

千歳市

千歳市スポーツセンター（千歳市真町１７６番地２）

今後とも、利用者のニーズを踏まえながら事業を実施。

無

汚水ポンプ更新

平成３１年１月～平成３１年３月

事 業 費 及 び 交 付 金 額
事 業 費

交付金額

　本事業実施により、汚水ポンプの動作が改善され正常に動作していることが確認された
ことから、スポーツ活動に資する環境が整備された。
　また、本事業が特定防衛施設周辺整備調整交付金を活用した事業であることを、市の
ホームページ掲載、施設掲示ポスター貼付により地域住民へ周知を行った。



補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補 助 事 業 の 成 果 の 目 標

補 助 事 業 の 内 容

補 助 事 業 の 始 期 及 び 終 期

平成29年度 平成30年度
令和元年度

予定
令和２年度

予定
令和３年度

予定
計

円 円 円 円 円 円

4,536,000 4,536,000

4,500,000 4,500,000

補助事業の成果及び評価並びに地域
住民への周知の実施状況

事業の改善措置及び今後の対応

事業の評価に際しての第三者機関
の活用の有無

　スポーツセンターに設置されている２台の大型トランポリンは、導入から２６年が経過
し、老朽化が著しいため使用できず市民のスポーツ活動に支障をきたしている。
　そのため、トランポリンを更新することで、市民の安全なスポーツ活動に資する環境を
整備する。

事　業　評　価　書

千歳飛行場関連公共用施設（スポーツ又はレクリエーションに関する施設：スポーツセン
ター備品）整備事業

千歳市

千歳市スポーツセンター（千歳市真町１７６番地２）

今後とも、利用者のニーズを踏まえながら事業を実施。

無

トランポリン購入　２台

平成３１年１月～平成３１年３月

事 業 費 及 び 交 付 金 額
事 業 費

交付金額

　本事業実施により、導入した備品の円滑な使用が確認されたことから今後の施設運営に
必要な環境が整備された。
　また、体育協会関係者等への聞き取りでも、安全で快適に使用できるようになった等の
評価を得た。
　本事業が特定防衛施設周辺整備調整交付金を活用した事業であることを、市のホーム
ページ掲載、施設掲示ポスター貼付により、地域住民への周知を行った。



補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補 助 事 業 の 成 果 の 目 標

補 助 事 業 の 内 容

補 助 事 業 の 始 期 及 び 終 期

平成29年度 平成30年度
令和元年度

予定
令和２年度

予定
令和３年度

予定
計

2,160,000 2,160,000

2,100,000 2,100,000

補助事業の成果及び評価並びに地
域住民への周知の実施状況

事業の改善措置及び今後の対応

事業の評価に際しての第三者機関
の活用の有無

　長都駅西口にある「待合室」（平成元年に建築）とＪＲ千歳線を跨ぎ長都駅西口を東口
を連絡する「おさつスカイロード（歩道橋）」（平成６年１２月に開通）は設置から２０
年以上を経過しており、照明施設として使用してきた蛍光灯等は、消費電力が大きいほ
か、近年では、球切れ等の不具合が頻繁に発生していること、さらには、照明器具（安定
器）の寿命は、約１０年とされている中で、蛍光灯型の照明器具は２０１８年度末頃には
生産終了となるため、今後、照明器具に不具合が発生した場合には交換することが出来な
くなる可能性があり、市民の生活に大きな支障が生じる状況となっている。
　当該施設は、通勤及び通学時などに多くの市民が利用する重要な施設であり、適切な維
持管理体制の構築や、温室効果ガスの削減を図るなど計画的な整備を進めるため、消費電
力が少なく、長寿命であるＬＥＤ照明への交換を実施し、市民の安全・安心・快適な生活
環境の維持・保全を図る。

事　業　評　価　書

千歳飛行場関連公共用施設（交通施設：長都駅待合室等照明設備）整備事業

千歳市

長都駅待合室、おさつスカイロード（千歳市長都駅前３丁目、上長都）

　適切な維持管理体制を構築し、市民の安全・安心・快適な生活環境の維持・保全を図
る。

無

照明器具　５８台の更新（長都駅待合室２８台、おさつスカイロード３０台）

平成３１年１月～平成３１年３月

事 業 費 及 び 交 付 金 額 事業費

交付金額

　当該施設は、通勤及び通学時などに多くの市民が利用する重要な施設であり、灯具をＬ
ＥＤ照明へ交換したことにより、節電効果や灯具の長寿命化による維持管理費の軽減はも
とより、照度が確保されたことにより施設を利用する市民の安全・安心・快適な生活環境
の改善を図ることができた。
　また、利用者からも施設内が明るくなり、安心感が増したとの評価を得た。
　なお、本事業が特定防衛施設周辺整備調整交付金を活用した事業であることを、市の
ホームページ（工事のお知らせ）や、当該施設の掲示板へ掲載することにより、市民へ周
知を行った。

円 円 円円 円 円円 円 円円 円 円 円円



補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補 助 事 業 の 成 果 の 目 標

補 助 事 業 の 内 容

補 助 事 業 の 始 期 及 び 終 期

平成29年度
まで

平成30年度
令和元年度

予定
令和２年度

予定
令和３年度

予定
計

円 円 円 円 円 円

208,753,650 31,949,600 27,525,270 268,228,520

交付金 258,224,000 0 10,000,000 268,224,000

市町村費等 0

その他 0

運用益 3,835 409 276 4,520

計 258,227,835 409 10,000,276 268,228,520

208,753,650 31,949,600 27,525,270 268,228,520

49,474,185 17,524,994 0

補助事業の成果及び評価並びに地
域住民への周知の実施状況

事業の改善措置及び今後の対応

事業の評価に際しての第三者機関
の活用の有無

防犯灯の新設・更新を５１町内会に対して助成

事業費

事　業　評　価　書

千歳飛行場関連特定事業（住民の生活の安全に関する事業：防犯灯整備事業）

千歳市

千歳市内

　現在、市内全域で約７，０００灯ある防犯灯は、老朽化による灯具破損や性能が低下している
ほか未設置の箇所があり、夜間における犯罪防止と通行の安全確保に支障をきたしている状況で
あることから更新及び新設が必要となっている。
　このため、防犯灯を更新及び新設する町内会に対して助成を行い整備を促進し、地域の安全に
資する環境を整備する。

今後も、地域住民の要望を踏まえ、計画的に事業を実施する。

無

平成２７年度～令和元年度

事 業 費 及 び 交 付 金 額 基金
造成額

基金処分額

基金残額

　本基金により町内会等からの要望に対して安定的かつ計画的に防犯灯の更新及び新設すること
が可能となり、地域住民からは夜間通行における安全性が向上したなどの評価が得られるなど、
地域住民の安全安心な生活に資する環境の整備が図られている。
　なお、特定防衛施設周辺整備調整交付金事業であることを、市のホームページに掲載、本体に
表示、町内会等の配付資料に記載し、地域住民に周知を図っている。



補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補 助 事 業 の 成 果 の 目 標

補 助 事 業 の 内 容

補 助 事 業 の 始 期 及 び 終 期

平成29年度 平成30年度
令和元年度

予定
令和２年度

予定
令和３年度

予定
計

円 円 円 円 円 円

2,970,000 2,970,000

2,231,000 2,231,000

補助事業の成果及び評価並びに地
域住民への周知の実施状況

事業の改善措置及び今後の対応

事業の評価に際しての第三者機関
の活用の有無

空調設備一式更新

事　業　評　価　書

千歳飛行場関連公共用施設（社会福祉施設：在宅福祉総合センター空調設備）整備事業

千歳市

千歳市在宅福祉総合センター（新富ほっとす）（千歳市新富１丁目３番５号）

　在宅福祉総合センターで使用している冷房装置について、現在２階の一部が停止して
いる状況であり、夏場においては室温が３５度を超えるなど、デイサービス（介護保険
事業）利用者である高齢者や施設利用者の健康面に多大な影響を及ぼすことを考慮し
て、行事の実施を一部制限せざるを得ない状況になっている。
　このことから、本事業により在宅福祉総合センターの空調設備を更新し、デイサービ
ス（介護保険事業）利用者である高齢者等が安心・安全に利用できる環境を整備する。

無

平成３１年２月～平成３１年３月

事 業 費 及 び 交 付 金 額
事 業 費

交付金額

　本事業の実施により、研修等に参加した利用者から聞き取り調査を実施した結果、快
適に会議室を使用できたなど環境改善において評価が得られた。
　また、デイサービス（介護保険事業）利用者などへの周知については、本事業が特定
防衛施設周辺整備調整交付金事業である旨を工事看板へ記載したほか、施設内にポス
ターを掲示することで周知を図った。
　なお、市のホームページにも本事業の概要を掲載した。

　今後とも、デイサービス（介護保険事業）利用者である高齢者の要望等を踏まえ、計
画的に事業を実施する。


